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英
霊
の
言
乃
葉

昭
和
十
九
年
四
月
二
日

ビ
ル
マ
に
て
戦
病
死

愛
知
県
出
身
　
　
　
　
　
　
三
十
歳

陸
軍
伍
長

野

尻

　

司

命

妻

へ

の

便

り

　
そ
の
後
変
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
も
相
変
ら
ず
、
こ
の
田
舎
町

の
警
備
に
つ
い
て
ゐ
ま
す
。
何
の
変
り
も
な
く…

…

　
弘
美
は
大
丈
夫
で
す
か
、
靖
彦
は
ど
う
で
す
か
。

　
も
う
歩
け
る
か
し
ら
等
と
、
時
々
夢
に
見
ま
す
。

　
内
地
と
異
つ
て
、
何
時
弾
丸
が
来
る
か
判
ら
な
い
全
く
の
敵
地
、

元
よ
り
、
命
は
捧
げ
て
は
あ
る
も
の
の
、
何
時
で
も
思
ふ
も
の
は

優
し
い
妻
で
あ
り
、
可
愛
い
子
供
で
あ
り
ま
す
。

　
強
い
日
本
の
女
性
と
し
て
、
否
日
本
軍
人
の
妻
と
し
て
、
石
よ

り
も
固
い
決
心
を
持
つ
て
何
事
に
も
打
勝
つ
て
下
さ
い
。

　
そ
し
て
靖
彦
も
弘
美
も
、
立
派
な
人
間
に
育
て
上
げ
て
や
つ
て

下
さ
い
。
　

　
よ
く
あ
る
話
に
も
、
そ
の
蔭
に
か
く
れ
た
涙
あ
る
事
を
知
つ
て

ゐ
ま
す
。
お
前
な
ら
ば
必
ず
誰
に
も
負
け
な
い
妻
で
あ
り
、
母
で

あ
つ
て
く
れ
る
と
確
信
し
て
ゐ
ま
す
。

　
何
一
つ
の
心
配
も
な
く
、
か
う
し
て
ご
奉
公
出
来
る
の
も
、
一

つ
に
お
前
様
の
お
蔭
と
、
何
時
も
感
謝
し
て
を
り
ま
す
。

　
で
は
弱
い
身
体
、
充
分
寒
さ
に
気
を
つ
け
て
、
元
気
に
暮
ら
さ

れ
る
様
、
戦
地
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

草
　
々
　

野
尻
し
の
様

明治維新150年（平成30年）

　当社はご創祀125年ご鎮座80年を迎えました
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護
國
神
社
の
ご
祭
神
に
つ
い
て
は
明
治
の
ご
維
新
と
大
き
く
か
か
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
地
元
の
勤
皇
の
志
士
を
お
祀

り
し
た
の
が
祭
祀
の
始
ま
り
で
す
。

　
本
年
は
明
治
元
年

(
一
八
六
八
年

)

よ
り
百
五
十
年
、
兵
庫
縣
姫
路
護
國
神
社
の
祭
祀
が
始
ま
っ
て
百
二
十
五
年
、

現
在
の
社
殿
が
建
立
さ
れ
て
八
十
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
日
本
で
最
古
の
歴
史
書
古
事
記
序
文
に
は
「
稽
古
照
今
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。
い
に
し
え
に
学
ん
で
将
来

の
指
針
を
見
出
す
と
い
う
意
が
あ
り
ま
す
。
節
目
の
時
こ
そ
正
し
い
歴
史
を
振
り
返
り
、
未
来
へ
つ
な
い
で
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
に
か
け
て
は
、
明
治
維
新
の
大
義
に
基
づ
き
、
靖
國
神
社
、
湊
川
神
社
を
は
じ
め
、
平
安
神
宮
、

明
治
神
宮
、
橿
原
神
宮
、
乃
木
神
社
、
東
郷
神
社
、
各
地
区
の
招
魂
社
そ
し
て
護
國
神
社
が
設
立
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

当
社
で
は
節
目
の
年
に
当
た
り
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
崇
敬
者
の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
一
、
祭
　
典
　

 
 

ご
創
祀
百
二
十
五
年
ご
鎮
座
八
十
年
祭(

秋
季
大
祭) 

十
一
月
二
日

 
 

明
治
維
新
百
五
十
年
祭 

十
一
月
三
日
　

 

二
、
顕
彰
事
業
　
　
　
　
　

 
 

明
治
の
ご
祭
神
、
市
内
の
縁
あ
る
地
、
施
設
の
研
究
及
び
冊
子
の
作
成
　

 
 

明
治
の
精
神
　
講
演
会
・
地
元
第
十
師
団
の
顕
彰

 

三
、
整
備
事
業
　
　

 
 

鳥
居
前
昭
和
天
皇
駒
札
の
修
理
　
・
神
社
境
内
・
森
林
の
整
備
　(

憩
い
の
場
所
の
設
置)

明
治
維
新
百
五
十
年 (

平
成
三
十
年)

は
、　

         

　ご
創
祀
百
二
十
五
年
　ご
鎮
座
八
十
年

　
　
　
　
事
業
計
画

　
　
　
　
事
業
予
算
　
　
五
千
万
円

　護國神社には氏子がいません。国家に殉じた方々を祀る神社を一人一人が支えて
いかねばなりません
　崇敬奉賛会では、大切なお社の事業のために募金活動をいたします。趣旨にご賛
同いただける方々のご浄財を募ります。宜しくお願い致します

崇敬奉賛会　会長　三宅　知行

総　代　会　会長　大川　久夫

宮　　　司　　　　泉　　和慶

奉賛金　1 口　5,000 円
兵庫縣姫路護國神社
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護
國
神
社
の
お
正
月
の
境
内
は
二
千
燈
の
提
灯
で
飾
ら
れ
ま
す
。

こ
の
献
灯
は
昭
和
五
十
三
年
か
ら
神
様
の
お
庭
を
お
正
月
に
明
る
く

照
ら
し
心
和
や
か
に
心
安
ら
か
に
新
し
い
年
を
迎
え
よ
う
と
始
め
ま

し
た
。
当
初
は
参
道
の
両
側
に
三
百
灯
程
で
し
た
が
、
戦
没
者
の
ご

遺
族
に
は
ご
自
分
の
縁
の
祭
神
を
記
し
て
献
灯
し
よ
う
と
の
機
運
が

盛
り
上
が
り
、
二
千
六
百
灯
を
越
え
る
奉
納
が
あ
り
ま
し
た
が
、
戦

後
七
十
年
を
越
え
、
減
少
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
一
般
崇
敬

者
の
方
々
に
ご
奉
納
を
呼
び
か
け
し
、
二
千
灯
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
よ
り
一
層
大
勢
の
方
々
に
ご
奉
賛
い
た
だ
き
新
年
万
燈
祭

を
永
遠
に
続
け
て
い
こ
う
と
崇
敬
奉
賛
会
に
よ
っ
て
新
年
万
燈
講
が

始
め
ら
れ
ま
し
た
。
講
に
入
会
の
方
に
は
、
社
報
「
安
寧
」
の
ご
送
付
、

大
祭
の
ご
案
内
、
そ
し
て
毎
年
十
二
月
二
十
七
日
午
後
五
時
の
試
験

点
灯
に
ご
招
待
、
成
人
の
日
に
行
わ
れ
る
新
年
祈
願
祭
に
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
美
し
い
お
正
月
風
景
の
維
持
に
ご
協
力
下
さ
い
。

　
　
　
新
年
万
燈
講
　
一
口
　
五
千
円

  

な
お
、
奉
納
者
の
御
氏
名
を
記
載
す
る
献
灯
は
、
一
万
円
の
初
穂
料
と
な
り
ま
す
。

　
　
　                             

お
志
の
あ
る
方
は
社
務
所
へ

新
年
万
燈
講



　
寒
さ
が
一
段
と
増
し
た
一
月
八
日
に
崇
敬
奉
賛
会
の

新
年
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。
十
一
時
よ
り
三
宅
会

長
以
下
会
員
は
本
殿
に
て
新
年
祈
願
を
行
い
、
新
し
い

年
の
平
和
と
安
寧
を
ご
英
霊
に
願
っ
た
後
、
会
場
を
参
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午
前
十
時
半
、
秋
の
澄
ん
だ
青
空
の
下
、
祭
典
開
始

の
号
鼓
の
音
が
鳴
り
、
宮
司
以
下
祭
員
、
参
列
者
代
表

が
本
殿
へ
と
参
進
す
る
。
境
内
に
は
六
百
名
程
の
ご
遺

族
と
崇
敬
者
が
ご
英
霊
を
偲
び
祭
典
を
見
守
っ
て
い
る
。

　
御
霊
の
御
前
に

は
米
・
酒
・
海
川

山
野
の
神
饌
に
加

え
、
茶
道
裏
千
家

淡
交
会
播
磨
支

部
・
播
磨
青
年
部

の
方
々
の
奉
仕
に

よ
り
点
て
ら
れ
た

お
茶
・
お
菓
子
が

献
ぜ
ら
れ
る
。

　
献
茶
の
儀
の
後
、

宮
司
が
祝
詞
を
奏

上
。
大
川
大
祭
委
員
長
・
釜
谷
奉
賛
会
副
会
長
・
柿
原

兵
庫
県
遺
族
会
会
長
に
よ
り
祭
文
が
奏
上
さ
れ
、
先
人

の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
祖
国
の
安
寧
を
願
う
。

　
姫
路
市
民
合
唱
団
か
ら
は
「
旅
愁
」「
も
み
じ
」
が
軽

や
か
な
歌
声
で
奏
で
ら
れ
る
。
ご
遺
族
代
表
・
参
列
者

代
表
に
よ
る
玉
串
奉
奠
の
後
、
最
後
に
宮
司
挨
拶
。

　
厳
粛
の
う
ち
に
祭
典
は
斎
了
と
な
っ
た
。

　
午
前
零
時
、
神
職
の
打
つ
太
鼓
の
音
と
境
内
の
二
千

灯
の
燈
灯
が
順
次
点
灯
、
初
詣
の
参
拝
者
か
ら
は
拍
手

と
歓
声
が
上
が
り
、
新
し
い
年
を
迎
え
た
。
今
年
は
今

上
陛
下
ご
即
位
三
十
年
の
慶
節
の
年
で
、
ま
た
明
治
維

新
百
五
十
年
の
節
目
で
も
あ
る
。
三
が
日
は
好
天
に
恵

ま
れ
、
鳥
居
の
外
ま
で
参
拝
者
の
列
が
で
き
た
。

集
殿
へ
と
移
し
、

祈
願
祭
で
も
ご

奉
納
い
た
だ
い

た
西
川
か
を
り

氏
の
琴
の
調
べ

を
、
春
ら
し
い

曲
に
乗
せ
て
聞

か
せ
て
い
た
だ

い
た
。

　
そ
の
後
、
乾
杯
。

和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
会
は
進
み
、

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

が
今
年
の
抱
負
や

思
い
を
述
べ
、
本

年
も
賑
や
か
な
直

会
と
な
っ
た
。

　
紀
元
二
千
六
百
七
十
八
年
を
祝
う
「
建
国
祭
」
が
、

二
月
十
一
日
開
催
さ
れ
た
。
姫
路
郷
友
会
、
霊
友
会
、

隊
友
会
、
日
本
会
議
の
４
団
体
か
ら
な
る
「
建
国
の
日

ら
か
な
空
気
に

変
わ
っ
た
」
の

を
感
じ
、
皆
に

微
笑
み
か
け
ら

れ
る
両
陛
下
の

姿
を
拝
見
で
き
、

あ
り
が
た
い
時

間
で
あ
っ
た
と

語
っ
た
。
さ
ら

に
、
陛
下
が
注

文
さ
れ
る
銀
座

の
ナ
イ
ル
レ
ス

ト
ラ
ン
・
二
代

目
ナ
イ
ル
氏
の
話
を
紹
介
。「
普
段
の
御
所
で
の
陛
下
の

お
姿
は
も
っ
と
尊
い
姿
。
日
本
は
素
晴
ら
し
い
方
を
戴

い
て
い
る
国
、
な
ぜ
国
民
は
目
覚
め
、
動
か
な
い
の
か
」

と
山
本
氏
た
ち
に
熱
く
訴
え
た
と
い
う
。
参
加
者
の
中

に
は
涙
を
拭
う
姿
も
見
ら
れ
た
。

　
講
演
会
の
後
、
参
加
者
は
本
殿
前
に
移
動
。
十
一
時

よ
り
厳
粛
な
空
気
の
下
、
神
事
が
執
り
行
わ
れ
、
参
加

者
は
二
百
名
を
超
え
た
。
続
い
て
、
奉
祝
式
典
が
お
こ

な
わ
れ
、
大
小
た
く
さ
ん
の
日
の
丸
が
境
内
に
な
び
い
た
。

全
員
で
橿
原
神
宮
を
遥
拝
し
、
実
行
委
員
会
の
福
本
正

明
会
長
（
姫
路
郷
友
会
長
）
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
、
来

賓
挨
拶
が
あ
り
、「
紀
元
節
」
の
歌
を
全
員
で
奉
唱
、
万

歳
三
唱
し
て
式
典
を
終
え
た
。

　
一
連
の
行
事
の
後
、
参
加
者
は
温
か
い
う
ど
ん
や
御

座
候
を
味
わ
い
な
が
ら
、
建
国
の
日
の
ひ
と
と
き
を
神

社
で
過
ご
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度

　
　
秋
季
慰
霊
大
祭

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
日
斎
行

崇
敬
奉
賛
会

　
　
　
　
　
　
新
年
祈
願
祭

平
成
三
十
年
お
正
月



　
寒
さ
が
一
段
と
増
し
た
一
月
八
日
に
崇
敬
奉
賛
会
の

新
年
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。
十
一
時
よ
り
三
宅
会

長
以
下
会
員
は
本
殿
に
て
新
年
祈
願
を
行
い
、
新
し
い

年
の
平
和
と
安
寧
を
ご
英
霊
に
願
っ
た
後
、
会
場
を
参

　
午
前
十
時
半
、
秋
の
澄
ん
だ
青
空
の
下
、
祭
典
開
始

の
号
鼓
の
音
が
鳴
り
、
宮
司
以
下
祭
員
、
参
列
者
代
表

が
本
殿
へ
と
参
進
す
る
。
境
内
に
は
六
百
名
程
の
ご
遺

族
と
崇
敬
者
が
ご
英
霊
を
偲
び
祭
典
を
見
守
っ
て
い
る
。
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集
殿
へ
と
移
し
、

祈
願
祭
で
も
ご

奉
納
い
た
だ
い

た
西
川
か
を
り

氏
の
琴
の
調
べ

を
、
春
ら
し
い

曲
に
乗
せ
て
聞

か
せ
て
い
た
だ

い
た
。

　
そ
の
後
、
乾
杯
。

和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
会
は
進
み
、

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

が
今
年
の
抱
負
や

思
い
を
述
べ
、
本

年
も
賑
や
か
な
直

会
と
な
っ
た
。

　
紀
元
二
千
六
百
七
十
八
年
を
祝
う
「
建
国
祭
」
が
、

二
月
十
一
日
開
催
さ
れ
た
。
姫
路
郷
友
会
、
霊
友
会
、

隊
友
会
、
日
本
会
議
の
４
団
体
か
ら
な
る
「
建
国
の
日

を
祝
う
会
姫
路
実
行
委
員
会
」
が
主
催
。
着
物
姿
の
女

性
参
加
者
も
見
ら
れ
、
さ
な
が
ら
「
第
二
の
お
正
月
」

と
い
う
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

　
午
前
九
時
よ
り
参
集
殿
二
階
で
、
講
演
会
が
開
か
れ

一
二
〇
名
が
集
ま
っ
た
。
初
め
に
、
日
本
会
議
兵
庫
会

長
の
三
木
英
一
氏
は
、日
本
書
紀
の
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」

や
「
建
国
の
大
詔
」
を
解
説
。
神
武
天
皇
が
三
種
の
神

器
を
安
置
し
、
早
朝
に
儀
式
を
あ
げ
る
様
子
を
イ
メ
ー

ジ
し
な
が
ら
、
建
国
の
精
神
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
昭
和
天
皇
が
皇
太
子
時
代
の

侍
講
、
杉
浦
重
剛
の
資
料
を
も
と
に
、
三
種
の
神
器
（
鏡
・

勾
玉
・
剣
）
は
「
智
・
仁
・
勇
」
の
三
つ
の
徳
を
表
す
が
、

そ
れ
を
「
実
践
躬
行
（
理
論
や
信
条
を
自
ら
身
を
も
っ

て
行
う
こ
と
）」
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
教
え
た
こ

と
を
話
し
た
。

　
続
い
て
、
自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部
の
徳
村
文
彦

氏
が
、
南
ス
ー
ダ
ン
で
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
経
験
を
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
発
表
。
首
都
ジ
ュ
バ
に
宿
営
地
を
設
置
し
、

道
路
や
橋
の
建
設
、
土
地
の
造
成
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
あ
た
っ
た
。
さ
ら
に
、
部
族
間
の
衝
突
に
よ
っ
て
避

難
民
が
押
し
寄
せ
、
給
水
や
ト
イ
レ
設
置
な
ど
の
支
援

に
も
従
事
し
た
と
い
う
。「
日
々
の
訓
練
が
な
け
れ
ば
活

動
で
き
な
い
」
と
語
り
、
帰
国
し
て
「
日
本
が
い
か
に

恵
ま
れ
て
い
る
か
を
感
じ
た
」
と
話
し
た
。
姫
路
駐
屯

地
で
は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
経
験
し
た
隊
員
が
多
く
、Ｐ
Ｋ
Ｏ
が
私

達
の
身
近
に
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
た
。

　
初
の
女
性
の
講
師
と
し
て
、
あ
い
☆
え
が
お
代
表
の

山
本
え
り
氏
が
、
皇
居
の
清
掃
奉
仕
で
の
天
皇
皇
后
両

陛
下
の
ご
会
釈
の
体
験
を
披
露
し
た
。「
一
瞬
に
し
て
清

ら
か
な
空
気
に

変
わ
っ
た
」
の

を
感
じ
、
皆
に

微
笑
み
か
け
ら

れ
る
両
陛
下
の

姿
を
拝
見
で
き
、

あ
り
が
た
い
時

間
で
あ
っ
た
と

語
っ
た
。
さ
ら

に
、
陛
下
が
注

文
さ
れ
る
銀
座

の
ナ
イ
ル
レ
ス

ト
ラ
ン
・
二
代

目
ナ
イ
ル
氏
の
話
を
紹
介
。「
普
段
の
御
所
で
の
陛
下
の

お
姿
は
も
っ
と
尊
い
姿
。
日
本
は
素
晴
ら
し
い
方
を
戴

い
て
い
る
国
、
な
ぜ
国
民
は
目
覚
め
、
動
か
な
い
の
か
」

と
山
本
氏
た
ち
に
熱
く
訴
え
た
と
い
う
。
参
加
者
の
中

に
は
涙
を
拭
う
姿
も
見
ら
れ
た
。

　
講
演
会
の
後
、
参
加
者
は
本
殿
前
に
移
動
。
十
一
時

よ
り
厳
粛
な
空
気
の
下
、
神
事
が
執
り
行
わ
れ
、
参
加

者
は
二
百
名
を
超
え
た
。
続
い
て
、
奉
祝
式
典
が
お
こ

な
わ
れ
、
大
小
た
く
さ
ん
の
日
の
丸
が
境
内
に
な
び
い
た
。

全
員
で
橿
原
神
宮
を
遥
拝
し
、
実
行
委
員
会
の
福
本
正

明
会
長
（
姫
路
郷
友
会
長
）
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
、
来

賓
挨
拶
が
あ
り
、「
紀
元
節
」
の
歌
を
全
員
で
奉
唱
、
万

歳
三
唱
し
て
式
典
を
終
え
た
。

　
一
連
の
行
事
の
後
、
参
加
者
は
温
か
い
う
ど
ん
や
御

座
候
を
味
わ
い
な
が
ら
、
建
国
の
日
の
ひ
と
と
き
を
神

社
で
過
ご
し
た
。

建
国
祭
開
催
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ビ
ル
マ
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
戦
場
の
概
要

　（
〇
番
号
は
地
図
の
地
名
位
置
を
示
す
）

　
歩
兵
第
百
十
一
連
隊
の
戦
闘
を
理
解
し
て
頂
く
為
に
背

景
と
な
っ
た
ビ
ル
マ
作
戦
の
大
要
を
少
し
長
文
に
な
り
ま

す
が
紹
介
し
ま
す
。

　
昭
和
十
七
年
初
頭
、
ビ
ル
マ
に
進
攻
し
た
日
本
軍
は
同

年
八
月
頃
ま
で
全
連
合
軍
を
国
境
外
に
撃
退
し
、
更
に
北

東
の
国
境
を
越
え
て
雲
南
に
進
出
し
中
国
軍
を
支
援
す
る

連
合
軍
補
給
ル
ー
ト
を
遮
断
し
た
。
然
し
態
勢
を
立
て
直

し
た
連
合
軍
（
英
印
軍
・
米
軍
・
中
国
軍
）
は
昭
和
十
八

年
十
月
頃
か
ら
ビ
ル
マ
奪
回
作
戦
を
開
始
し
た
。

　
日
本
軍
は
こ
の
連
合
軍
を
撃
退
す
べ
く
十
九
年
三
月
イ

ン
パ
ー
ル
作
戦
を
敢
行
し
た
が
失
敗
に
終
わ
り
精
鋭
三
箇

師
団
は
壊
滅
状
態
と
な
る
。
又
、
雲
南
方
面
の
補
給
ル
ー

ト
遮
断
作
戦
も
守
備
隊
の
玉
砕
で
断
念
し
、
ビ
ル
マ
の
方

面
軍
（
日
本
）
兵
力
は
甚
大
な
損
害
を
被
っ
た
。

　
十
九
年
七
月
頃
か
ら
ビ
ル
マ
の
防
衛
は
崩
壊
の
兆
し
が

顕
著
と
な
る
。
更
に
絶
対
国
防
圏
外
と
な
っ
た
た
め
制
海
・

制
空
権
を
失
い
孤
軍
奮
闘
す
る
戦
場
と
な
っ
た
。

　
方
面
軍
（
司
令
部
は
ラ
ン
グ
ー
ン
・
現
ヤ
ン
ゴ
ン
）①（
第

十
五
・
第
三
十
三
・
第
二
十
八
軍
）
は
イ
ラ
ワ
ジ
河
畔
で

態
勢
を
立
て
直
し
急
追
来
攻
す
る
連
合
軍
に
対
し
河
川
障

害
を
利
用
し
て
反
撃
し
よ
う
と
し
た
。

　
第
十
五
軍
（
第
十
五
師
団
・
第
三
十
三
師
団
・
第
三
十

一
師
団
・
第
五
十
三
師
団
）
マ
ン
ダ
レ
ー
②
一
帯
の
イ
ラ

ワ
ジ
河
左
岸
正
面
に
主
反
撃
軍
と
し
て
配
備 （十）

　
第
三
十
三
軍
（
第
十
八
師
団
・
第
五
十
六
師
団
）
は
第

十
五
軍
の
右
翼
を
援
護
す
る
た
め
ラ
シ
オ
③
以
南
の
シ
ャ

ン
高
原
内
に
配
備

　
第
二
十
八
軍
（
第
五
十
四
師
団
〔
隷
下
に
歩
兵
第
百
十

一
連
隊
〕・
第
五
十
五
師
団
・
第
二
師
団
）
は
第
十
五
軍
の

左
翼
を
援
護
す
る
た
め
エ
ナ
ン
ジ
ョ
ン
④
一
帯
に
配
備
、

特
に
連
勝
の
第
五
十
四
師
団
は
戦
意
旺
盛
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
二
十
年
一
月
彼
我
の
主
戦
力
を
投
入
し
て
イ
ラ
ワ

ジ
会
戦
が
開
始
、
制
空
権
を
掌
中
に
し
た
機
動
力
・
突
破

力
に
優
れ
た
連
合
軍
は
方
面
軍
の
防
御
陣
地
を
随
所
に
突

破
し
、
三
月
三
日
に
は
メ
イ
ク
テ
ー
ラ
⑤
が
占
領
さ
れ
る
。

第
十
五
軍
は
シ
ャ
ン
高
原
に
敗
走
。

　
第
三
十
三
軍
は
ト
ン
グ
ー
付
近
⑥
で
連
合
軍
を
阻
止
し

て
機
動
力
を
損
な
う
雨
期
（
五
月
頃
）
ま
で
持
久
作
戦
を

図
っ
た
が
、
連
合
軍
の
突
進
速
度
は
速
く
四
月
二
十
二
日

に
は
ト
ン
グ
ー
を
突
破
さ
れ
ラ
ン
グ
ー
ン
を
目
標
に
南
下

し
た
。
敗
走
す
る
日
本
軍
の
様
相
を
見
た
ビ
ル
マ
軍
は
日

本
軍
に
反
抗
し
て
一
斉
に
叛
乱
を
起
こ
し
た
。
方
面
軍
司

令
部
は
モ
ー
ル
メ
ン
⑦
に
脱
出
、
ピ
ン
ナ
マ
⑧
で
撃
破
さ

れ
た
第
三
十
三
軍
は
シ
ッ
タ
ン
河
東
岸
沿
い
に
南
下
、
五

月
中
旬
同
河
口
を
占
領
、
然
し
敗
走
を
続
け
た
日
本
軍
は

ト
ン
グ
ー
東
方
シ
ャ
ン
高
原
と
ビ
ル
マ
南
東
隅
に
追
い
詰

め
ら
れ
た
。

　
第
二
十
八
軍
は
左
記
の
戦
況
か
ら
敵
中
に
取
り
残
さ
れ

孤
立
し
て
い
る
と
認
め
、
雨
期
の
最
盛
期
を
利
用
し
て
ペ

グ
ー
山
中
に
兵
力
を
集
結
し
て
シ
ッ
タ
ン
河
突
破
脱
出
を

す
べ
く
準
備
、
二
カ
月
間
山
中
の
行
動
は
食
料
欠
乏
と
悪

疫
に
苦
し
み
多
数
の
死
亡
者
を
出
し
た
。
七
月
下
旬
軍
は

十
数
個
の
突
破
縦
隊
に
分
か
れ
て
一
斉
に
シ
ッ
タ
ン
河
を

目
標
に
突
進
し
た
。
然
し
体
力
の
衰
え
た
将
兵
は
濁
流
を

乗
り
越
え
ら
れ
ず
溺
死
や
マ
ル
タ
バ
ン
湾
ま
で
流
さ
れ
た

兵
士
が
多
く
居
た
。

　
山
中
に
集
結
し
た
兵
力
は
三
万
四
千
名
で
あ
っ
た
が
無

事
渡
河
し
て
友
軍
線
戦
に
到
着
し
た
の
は
一
万
五
千
名
余

で
あ
っ
た
。
戦
史
上
稀
に
見
る
惨
烈
な
状
況
下
に
も
拘
わ

ら
ず
成
功
し
た
突
破
作
戦
で
あ
っ
た
。

　
歩
兵
第
百
十
一
連
隊
は
当
初
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
を
成
功

さ
せ
る
た
め
、
ビ
ル
マ
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
ビ
ル
マ
防
衛

戦
の
崩
壊
に
巻
き
込
ま
れ
悲
惨
な
戦
場
の
所
々
で
力
戦
奮

闘
す
る
も
大
半
の
戦
力
を
失
っ
て
終
戦
を
迎
え
た
。

　
　
歩
兵
第
百
十
一
連
隊

創
設　

姫
路
市
で
昭
和
十
五
年
九
月
二
十
七
日
創
設

初
代
連
隊
長
　
木
庭
知
時
大
佐
　
連
隊
長
旗
を
親
授

動
員　

昭
和
十
八
年
二
月
二
十
六
日
動
員
下
令
、
三
月
十
日
宇

品
港
出
港
、
四
月
十
日
ジ
ャ
ワ
島
ス
ラ
バ
ヤ
に
上
陸

東
部
ジ
ャ
ワ
島
の
防
衛
に
任
ず
る

　
木
庭
連
隊
長
は
軍
紀
厳
正
を
以
て
上
陸
後
も
築
城
と
厳

し
い
訓
練
を
継
続
、
精
強
連
隊
の
自
信
を
育
成
、
島
民
の

信
頼
を
得
る
と
共
に
海
軍
将
兵
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
。

ビ
ル
マ
転
進
の
経
緯

　
昭
和
十
八
年
十
月
ビ
ル
マ
転
進
命
令
、
十
九
年
一
月
ビ

ル
マ
の
ア
キ
ャ
ブ
⑨
に
上
陸
、
こ
の
時
輸
送
船
団
護
衛
に

海
軍
は
駆
逐
艦
を
随
伴
さ
せ
た
。
連
隊
は
第
五
十
五
師
団

隷
下
と
な
り
、
ア
キ
ャ
ブ
の
防
衛
に
任
ず
る
。

第
一
次
カ
ラ
ダ
ン
作
戦
　（
十
九
年
二
月
〜
六
月
）

　
二
月
、
ミ
ョ
ウ
ホ
ン
⑩
付
近
で
連
合
軍
八
十
一
師
団
の

猛
攻
に
苦
戦
中
の
連
隊
を
救
援
す
る
た
め
木
庭
連
隊
長
は

支
隊
長
（
連
隊
に
砲
兵
部
隊
等
が
配
属
）
と
な
り
大
胆
な

包
囲
機
動
を
駆
使
し
て
大
損
害
を
与
え
敗
走
さ
せ
、
更
に

再
興
し
て
攻
撃
を
繰
り
返
す
同
師
団
を
撃
退
す
る
戦
功
を

上
げ
、
感
状
が
全
軍
に
布
告
さ
れ
た
。

ア
ラ
カ
ン
以
西
の
作
戦
　（
十
九
年
七
月
〜
二
十
年
三
月
）

　
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
が
失
敗
す
る
と
連
合
軍
の
反
撃
は
勢

い
付
き
、
戦
線
は
崩
壊
状
況
を
呈
す
る
様
相
と
な
る
。
連

隊
は
二
月
第
五
十
四
師
団
（
師
団
長
宮
崎
繁
三
郎
中
将
）

隷
下
と
な
り
連
隊
長
は
矢
木
孝
治
大
佐
と
交
代
、
宮
崎
師

団
長
は
連
合
軍
の
猛
追
撃
を
阻
止
す
る
た
め
ア
ン
⑪
付
近

で
敵
師
団
を
峡
谷
に
誘
い
込
み
包
囲
殲
滅
す
べ
き
反
撃
を

実
施
、
大
損
害
を
与
え
た
が
敵
は
退
路
遮
断
部
隊
に
全
火

力
を
集
中
し
て
開
放
さ
せ
危
機
を
脱
し
た
。
終
戦
後
、
英

印
軍
師
団
長
が
退
路
遮
断
部
隊
長
（
第
二
大
隊
長
）
に
自

軍
が
全
滅
を
免
れ
た
事
に
謝
辞
を
述
べ
た
。

ア
ラ
カ
ン
以
東
の
作
戦
（
二
十
年
四
月
〜
五
月
）

　
ア
ン
で
敵
の
猛
追
を
阻
止
し
た
連
隊
は
最
短
距
離
で
イ

ラ
ワ
ジ
河
を
渡
河
し
よ
う
と
ミ
ン
ブ
⑫
に
向
か
っ
た
が
対

岸
は
既
に
敵
が
占
領
し
て
い
る
と
の
偵
察
報
告
に
よ
り
ア

ラ
カ
ン
山
中
を
ブ
ロ
ー
ム
⑬
ま
で
南
下
し
た
。
既
に
此
処

も
敵
が
占
領
済
、
連
隊
長
は
カ
マ
⑭
で
敵
の
隙
を
狙
っ
て

渡
河
す
る
作
戦
に
決
し
、
師
団
の
渡
河
作
業
隊
の
奮
戦
に

よ
り
突
破
、
敵
の
激
し
い
反
撃
を
破
砕
し
て
大
半
が
渡
河

に
成
功
、
五
月
二
十
八
日
集
結
地
の
ポ
ー
カ
ン
⑮
に
て
敵

の
追
撃
に
備
え
た
。

歩
兵
第
百
十
一
連
隊
　
総
員
三
一
一
一
名

　
戦
死
者
　
二
六
三
三
名
　
　
生
還
者
　
四
七
八
名

護
國
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
ご
英
霊
　
一
四
〇
八
柱

　
英
国
軍
最
高
指
揮
官
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
中
将
は
戦
後

ビ
ル
マ
奪
回
作
戦
に
精
魂
を
傾
け
た
自
国
軍
に
戦
友
会
を

結
成
さ
せ
、「
日
本
軍
の
強
さ
」
を
称
え
続
け
る
こ
と
を
言

及
し
た
。

　 

出
典
　
防
衛
省
戦
史
叢
書
（
英
国
公
文
書
含
む
）

　
　
　
　 

歩
兵
第
百
十
一
聯
隊
史
（
聯
隊
史
編
纂
委
員
会
）

　
　
　
　 

ビ
ル
マ
戦
線
崩
壊
の
真
相
（
田
中
　
豊
著
）

　
　
　
　
　
　
　（
文
責
　
姫
路
護
國
神
社

崇
敬
奉
賛
会
理
事
　
曽
田
孝
一
郎
） 

　
ビ
ル
マ
で
戦
っ
た
姫
路
の
歩
兵
第
百
十
一
連
隊
　

名 古 山 霊 苑

碑　文 初代連隊長 木庭知時

建　立 昭和42年4月5日

　　　 生存者一同

戦没者 2633名
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ン
マ
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）
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概
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地
図
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地
名
位
置
を
示
す
）

　
歩
兵
第
百
十
一
連
隊
の
戦
闘
を
理
解
し
て
頂
く
為
に
背

景
と
な
っ
た
ビ
ル
マ
作
戦
の
大
要
を
少
し
長
文
に
な
り
ま

す
が
紹
介
し
ま
す
。

　
昭
和
十
七
年
初
頭
、
ビ
ル
マ
に
進
攻
し
た
日
本
軍
は
同

年
八
月
頃
ま
で
全
連
合
軍
を
国
境
外
に
撃
退
し
、
更
に
北

東
の
国
境
を
越
え
て
雲
南
に
進
出
し
中
国
軍
を
支
援
す
る

連
合
軍
補
給
ル
ー
ト
を
遮
断
し
た
。
然
し
態
勢
を
立
て
直

し
た
連
合
軍
（
英
印
軍
・
米
軍
・
中
国
軍
）
は
昭
和
十
八

年
十
月
頃
か
ら
ビ
ル
マ
奪
回
作
戦
を
開
始
し
た
。

　
日
本
軍
は
こ
の
連
合
軍
を
撃
退
す
べ
く
十
九
年
三
月
イ

ン
パ
ー
ル
作
戦
を
敢
行
し
た
が
失
敗
に
終
わ
り
精
鋭
三
箇

師
団
は
壊
滅
状
態
と
な
る
。
又
、
雲
南
方
面
の
補
給
ル
ー

ト
遮
断
作
戦
も
守
備
隊
の
玉
砕
で
断
念
し
、
ビ
ル
マ
の
方

面
軍
（
日
本
）
兵
力
は
甚
大
な
損
害
を
被
っ
た
。

　
十
九
年
七
月
頃
か
ら
ビ
ル
マ
の
防
衛
は
崩
壊
の
兆
し
が

顕
著
と
な
る
。
更
に
絶
対
国
防
圏
外
と
な
っ
た
た
め
制
海
・

制
空
権
を
失
い
孤
軍
奮
闘
す
る
戦
場
と
な
っ
た
。

　
方
面
軍
（
司
令
部
は
ラ
ン
グ
ー
ン
・
現
ヤ
ン
ゴ
ン
）①（
第

十
五
・
第
三
十
三
・
第
二
十
八
軍
）
は
イ
ラ
ワ
ジ
河
畔
で

態
勢
を
立
て
直
し
急
追
来
攻
す
る
連
合
軍
に
対
し
河
川
障

害
を
利
用
し
て
反
撃
し
よ
う
と
し
た
。

　
第
十
五
軍
（
第
十
五
師
団
・
第
三
十
三
師
団
・
第
三
十

一
師
団
・
第
五
十
三
師
団
）
マ
ン
ダ
レ
ー
②
一
帯
の
イ
ラ

ワ
ジ
河
左
岸
正
面
に
主
反
撃
軍
と
し
て
配
備
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兵
士
が
多
く
居
た
。

　
山
中
に
集
結
し
た
兵
力
は
三
万
四
千
名
で
あ
っ
た
が
無

事
渡
河
し
て
友
軍
線
戦
に
到
着
し
た
の
は
一
万
五
千
名
余

で
あ
っ
た
。
戦
史
上
稀
に
見
る
惨
烈
な
状
況
下
に
も
拘
わ

ら
ず
成
功
し
た
突
破
作
戦
で
あ
っ
た
。

　
歩
兵
第
百
十
一
連
隊
は
当
初
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
を
成
功

さ
せ
る
た
め
、
ビ
ル
マ
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
ビ
ル
マ
防
衛

戦
の
崩
壊
に
巻
き
込
ま
れ
悲
惨
な
戦
場
の
所
々
で
力
戦
奮

闘
す
る
も
大
半
の
戦
力
を
失
っ
て
終
戦
を
迎
え
た
。

　
　
歩
兵
第
百
十
一
連
隊

創
設　

姫
路
市
で
昭
和
十
五
年
九
月
二
十
七
日
創
設

初
代
連
隊
長
　
木
庭
知
時
大
佐
　
連
隊
長
旗
を
親
授

動
員　

昭
和
十
八
年
二
月
二
十
六
日
動
員
下
令
、
三
月
十
日
宇

品
港
出
港
、
四
月
十
日
ジ
ャ
ワ
島
ス
ラ
バ
ヤ
に
上
陸

東
部
ジ
ャ
ワ
島
の
防
衛
に
任
ず
る

　
木
庭
連
隊
長
は
軍
紀
厳
正
を
以
て
上
陸
後
も
築
城
と
厳

し
い
訓
練
を
継
続
、
精
強
連
隊
の
自
信
を
育
成
、
島
民
の

信
頼
を
得
る
と
共
に
海
軍
将
兵
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
。

ビ
ル
マ
転
進
の
経
緯

　
昭
和
十
八
年
十
月
ビ
ル
マ
転
進
命
令
、
十
九
年
一
月
ビ

ル
マ
の
ア
キ
ャ
ブ
⑨
に
上
陸
、
こ
の
時
輸
送
船
団
護
衛
に

海
軍
は
駆
逐
艦
を
随
伴
さ
せ
た
。
連
隊
は
第
五
十
五
師
団

隷
下
と
な
り
、
ア
キ
ャ
ブ
の
防
衛
に
任
ず
る
。

第
一
次
カ
ラ
ダ
ン
作
戦
　（
十
九
年
二
月
〜
六
月
）

　
二
月
、
ミ
ョ
ウ
ホ
ン
⑩
付
近
で
連
合
軍
八
十
一
師
団
の

猛
攻
に
苦
戦
中
の
連
隊
を
救
援
す
る
た
め
木
庭
連
隊
長
は

支
隊
長
（
連
隊
に
砲
兵
部
隊
等
が
配
属
）
と
な
り
大
胆
な

包
囲
機
動
を
駆
使
し
て
大
損
害
を
与
え
敗
走
さ
せ
、
更
に

再
興
し
て
攻
撃
を
繰
り
返
す
同
師
団
を
撃
退
す
る
戦
功
を

上
げ
、
感
状
が
全
軍
に
布
告
さ
れ
た
。

ア
ラ
カ
ン
以
西
の
作
戦
　（
十
九
年
七
月
〜
二
十
年
三
月
）

　
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
が
失
敗
す
る
と
連
合
軍
の
反
撃
は
勢

い
付
き
、
戦
線
は
崩
壊
状
況
を
呈
す
る
様
相
と
な
る
。
連

隊
は
二
月
第
五
十
四
師
団
（
師
団
長
宮
崎
繁
三
郎
中
将
）

隷
下
と
な
り
連
隊
長
は
矢
木
孝
治
大
佐
と
交
代
、
宮
崎
師

団
長
は
連
合
軍
の
猛
追
撃
を
阻
止
す
る
た
め
ア
ン
⑪
付
近

で
敵
師
団
を
峡
谷
に
誘
い
込
み
包
囲
殲
滅
す
べ
き
反
撃
を

実
施
、
大
損
害
を
与
え
た
が
敵
は
退
路
遮
断
部
隊
に
全
火

力
を
集
中
し
て
開
放
さ
せ
危
機
を
脱
し
た
。
終
戦
後
、
英

印
軍
師
団
長
が
退
路
遮
断
部
隊
長
（
第
二
大
隊
長
）
に
自

軍
が
全
滅
を
免
れ
た
事
に
謝
辞
を
述
べ
た
。

ア
ラ
カ
ン
以
東
の
作
戦
（
二
十
年
四
月
〜
五
月
）

　
ア
ン
で
敵
の
猛
追
を
阻
止
し
た
連
隊
は
最
短
距
離
で
イ

ラ
ワ
ジ
河
を
渡
河
し
よ
う
と
ミ
ン
ブ
⑫
に
向
か
っ
た
が
対

岸
は
既
に
敵
が
占
領
し
て
い
る
と
の
偵
察
報
告
に
よ
り
ア

ラ
カ
ン
山
中
を
ブ
ロ
ー
ム
⑬
ま
で
南
下
し
た
。
既
に
此
処

も
敵
が
占
領
済
、
連
隊
長
は
カ
マ
⑭
で
敵
の
隙
を
狙
っ
て

渡
河
す
る
作
戦
に
決
し
、
師
団
の
渡
河
作
業
隊
の
奮
戦
に

よ
り
突
破
、
敵
の
激
し
い
反
撃
を
破
砕
し
て
大
半
が
渡
河

に
成
功
、
五
月
二
十
八
日
集
結
地
の
ポ
ー
カ
ン
⑮
に
て
敵

の
追
撃
に
備
え
た
。

ペ
グ
ー
山
系
突
破
戦
闘
（
二
十
年
六
月
〜
七
月
）

ポ
ー
カ
ン
の
戦
闘

　
敵
は
六
月
七
日
よ
り
砲
爆
撃
を
駆
使
し
て
執
拗
な
攻
撃

を
繰
り
返
し
た
が
連
隊
は
多
く
の
死
傷
者
を
出
す
も
撃
退

し
た
。
尚
、
コ
レ
ラ
が
発
生
し
病
死
者
が
続
出
。

尚
、
こ
の
山
系
に
お
け
る
戦
闘
は
生
存
者
の
証
言
か
ら
悲

惨
の
一
語
に
尽
き
る
。
雨
期
の
中
、
食
料
も
無
く
、
村
民

は
大
半
が
日
本
兵
に
好
意
的
で
あ
っ
た
が
、
敵
に
密
告
・

密
偵
す
る
者
や
敵
の
ゲ
リ
ラ
に
協
力
す
る
者
も
多
く
、
日

本
兵
の
位
置
を
正
確
に
連
絡
す
る
の
で
精
度
の
高
い
空
爆

や
銃
撃
で
多
く
の
日
本
兵
が
斃
れ
た
。

シ
ッ
タ
ン
平
地
突
破
戦
闘
（
二
十
年
七
月
〜
八
月
）

矢
木
連
隊
長
の
戦
死

　
七
月
二
十
一
日
シ
ッ
タ
ン
河
渡
河
準
備
の
た
め
部
落
に

入
っ
た
と
こ
ろ
村
長
の
計
ら
い

で
食
事
の
接
待
を
受
け
た
そ
の

時
、
付
近
に
銃
撃
音
が
し
た
の

で
状
況
を
確
認
中
ゲ
リ
ラ
に
狙

撃
さ
れ
た
。

　
二
十
八
日
の
渡
河
決
行
ま
で

敵
の
伏
兵
や
戦
闘
攻
撃
及
び
砲

爆
撃
で
更
に
多
く
の
将
兵
が
戦

死
し
た
。
連
隊
で
も
体
力
の
消

耗
し
た
多
く
の
兵
士
が
渡
河
中

濁
流
に
飲
み
込
ま
れ
た
。

　
渡
河
後
連
隊
は
八
月
九
日

シ
ャ
ン
高
原
イ
ワ
ガ
レ
⑯
に
集

結
完
了
し
体
力
と
戦
力
の
回
復

に
専
念
、
二
十
三
日
シ
ッ
タ
ン

河
左
岸
に
向
か
い
前
進
中
終
戦

の
命
を
受
け
る
。

歩
兵
第
百
十
一
連
隊
　
総
員
三
一
一
一
名

　
戦
死
者
　
二
六
三
三
名
　
　
生
還
者
　
四
七
八
名

護
國
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
ご
英
霊
　
一
四
〇
八
柱

　
英
国
軍
最
高
指
揮
官
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
中
将
は
戦
後

ビ
ル
マ
奪
回
作
戦
に
精
魂
を
傾
け
た
自
国
軍
に
戦
友
会
を

結
成
さ
せ
、「
日
本
軍
の
強
さ
」
を
称
え
続
け
る
こ
と
を
言

及
し
た
。

　 

出
典
　
防
衛
省
戦
史
叢
書
（
英
国
公
文
書
含
む
）

　
　
　
　 

歩
兵
第
百
十
一
聯
隊
史
（
聯
隊
史
編
纂
委
員
会
）

　
　
　
　 

ビ
ル
マ
戦
線
崩
壊
の
真
相
（
田
中
　
豊
著
）

　
　
　
　
　
　
　（
文
責
　
姫
路
護
國
神
社

崇
敬
奉
賛
会
理
事
　
曽
田
孝
一
郎
） ビルマにおける歩兵第１１１連隊戦闘経過図（現ミャンマー南東部）
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九
月
　
三
日

九
月
十
一
日

九
月
十
二
日

九
月
十
四
日

九
月
十
七
日

九
月
十
八
日

九
月
二
十
日

九
月
二
十
一
日

九
月
三
十
日

十
月
　
一
日

十
月
　
二
日

十
月
　
三
日

十
月
十
二
日

十
月
十
三
日

十
月
十
八
日

十
月
十
九
日

十
月
二
十
日

十
月
二
十
一
日

十
月
二
十
四
日

十
月
二
十
六
日

十
月
二
十
七
日

十
月
二
十
八
日

十
一
月
　
二
日

十
一
月
　
五
日

十
一
月
　
六
日

十
一
月
　
七
日

十
一
月
　
八
日

十
一
月
十
三
日

十
一
月
十
五
日

十
一
月
二
十
四
日

十
一
月
二
十
七
日

十
一
月
二
十
九
日

十
二
月
　
一
日

十
二
月
　
五
日

十
二
月
　
七
日

十
二
月
十
一
日

十
二
月
二
十
三
日

十
二
月
二
十
五
日

十
二
月
二
十
七
日

十
二
月
三
十
一
日

一
月
　
一
日

一
月
　
二
日

一
月
　
七
日

一
月
　
八
日

一
月
　
九
日

一
月
十
二
日

一
月
二
十
二
日

一
月
二
十
八
日

一
月
二
十
九
日

二
月
　
八
日

二
月
十
一
日

二
月
二
十
五
日

三
月
　
二
日

三
月
　
三
日

三
月
　
四
日

三
月
　
七
日

三
月
　
八
日

三
月
十
四
日

三
月
十
五
日

三
月
十
九
日

三
月
二
十
一
日

三
月
二
十
二
日

三
月
二
十
七
日

三
月
二
十
八
日

宮
司
全
国
神
社
総
代
会
為
埼
玉
県
大
宮
市
へ
出
向

兵
庫
県
神
社
庁
姫
路
支
部
抜
穂
祭
出
向

兵
庫
県
神
社
関
係
者
大
会
三
田
市
出
向

船
詰
狂
言
実
行
委
員
会
正
式
参
拝

神
宮
大
麻
頒
布
始
祭
出
向

神
宮
に
て
庁
長
会
出
向

兵
庫
県
神
社
庁
役
員
会
出
向

書
家(

平
和)

揮
毫
　
正
式
参
拝

兵
庫
県
神
社
庁
大
麻
頒
布
式
出
向

し
ら
さ
ぎ
吟
詠
会
清
掃
奉
仕

神
戸
市
北
区
遺
族
会
参
拝

近
畿
神
社
庁
連
合
総
会
へ
出
向
舞
子
ビ
ラ

滋
賀
県
神
社
関
係
者
大
会
へ
出
向

兵
庫
県
神
社
庁
役
員
会
へ
出
向

神
社
本
庁
役
員
会
へ
出
向

佐
用
三
河
慰
霊
祭

宍
粟
市
遺
族
会
慰
霊
祭

戦
没
学
徒
慰
霊
祭
へ
出
向
　
淡
路

佐
用
西
庄
慰
霊
祭

佐
用
徳
久
慰
霊
祭
　
奈
良
県
神
社
関
係
者
大
会
へ
出
向

手
柄
山
慰
霊
祭

城
東
老
人
会
清
掃
奉
仕

秋
季
大
祭

佐
用
三
日
月
分
会
慰
霊
祭

佐
用
中
安
分
会
慰
霊
祭

姫
路
地
区
神
社
関
係
者
大
会
　

ス
ロ
ー
な
縁
日
　
境
内
終
日

大
阪
天
満
宮
寺
井
宮
司
長
老
祝
賀
会
出
向

マ
ン
ゴ
会
慰
霊
祭

埼
玉
県
三
峰
神
社
出
向

愛
知
県
三
河
郡
尾
張
部
遺
族
会
参
拝

神
社
総
代
会

市
川
町
高
美
会
が
し
め
縄
奉
納

城
巽
老
人
ク
ラ
ブ
清
掃
奉
仕

神
宮
新
穀
感
謝
祭
参
列
宮
司

提
灯
架
設
開
始

七
十
名
清
掃
奉
仕
正
式
参
拝

煤
払
祭

試
験
点
灯

大
祓
式
・
除
夜
祭
　

歳
旦
祭

姫
路
剣
道
連
盟
祈
願
祭
　
市
川
町
し
め
縄
グ
ル
ー
プ
参
拝

日
本
会
議
新
年
祈
願
祭

崇
敬
奉
賛
会
新
年
祈
願
祭

自
衛
隊
兵
庫
協
力
本
部
姫
路
地
域
事
務
所
祈
願
祭

姫
路
遺
族
会
正
式
参
拝

姫
路
商
工
会
議
所
青
年
部
宮
司
講
話

賀
堂
流
碑
管
理
委
員
会
清
掃
奉
仕

兵
庫
県
神
社
庁
役
員
会
出
向

神
社
本
庁
役
員
会
出
向

建
国
祭

貴
船
神
社
正
式
参
拝

全
国
護
國
神
社
会
出
向

神
道
政
治
連
盟
舞
子
ビ
ラ
出
向

伊
勢
神
宮
出
向

宗
教
行
政
懇
談
会
出
向

建
国
祭
反
省
会

佐
用
幕
山
地
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誌
抄

明
治
維
新
の
ご
祭
神

　
江
戸
中
期
に
は
各
藩
に
、
盛
ん
に
藩
校
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
姫
路
藩

で
は
好
古
堂
と
い
う
藩
校
が
教
育
熱
心
な
藩
主
酒
井
家
が
開
き
ま
し

た
。
好
古
堂
が
い
わ
ゆ
る
公
立
に
当
た
り
ま
す
が
、
私
立
の
素
晴
ら
し

い
学
校
も
作
ら
れ
ま
し
た
。
河
合
寸
翁
が
作
っ
た
仁
寿
山
校
で
す
。
河

合
寸
翁
は
若
く
し
て
姫
路
藩
の
家
老
に
な
り
、
財
政
の
立
て
直
し
に
努

力
し
た
り
新
田
開
発
や
港
の
整
備
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。
仁
寿
山
校
は

自
由
で
活
発
な
校
風
が
あ
り
、頼
山
陽
な
ど
も
教
育
に
当
た
り
ま
し
た
。

自
由
な
校
風
の
せ
い
か
尊
皇
攘
夷
を
掲
げ
て
世
の
中
を
変
え
よ
う
と
し

た
人
た
ち
も
育
ち
ま
し
た
。
河
合
惣
兵
衛
、
河
合
屏
山
、
秋
本
安
民
、

境
野
求
馬
、
河
合
伝
十
郎
た
ち
で
す
。
河
合
惣
兵
衛
ら
は
藩
主
の
酒
井

忠
績
や
重
臣
に
尊
王
攘
夷
を
訴
え
ま
す
が
姫
路
藩
は
徳
川
方
の
有
力
藩
で
あ
り
、
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
最
後
に
は
捉
え
ら
れ

罰
せ
ら
れ
ま
す
。「
甲
子
の
獄
」
と
い
い
、
記
念
碑(

刑
場
跡)

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
神
和
町
の
公
園
に
は
河
合

惣
兵
衛
の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
兵
庫
縣
姫
路
護
國
神
社
の
最
初
の
ご
祭
神
は
「
甲
子
の
獄
」

で
斬
首
や
自
刃
で
亡
く
な
っ
た
八
柱
、
そ
し
て
明
治
維
新
の

先
駆
け
と
な
っ
た
生
野
義
挙
で
な
く
な
っ
た
郷
土
の
方
々
併

せ
て
二
十
一
柱
で
す
。

　
明
治
維
新
の
の
ち
日
本
が
近
代
国
家
に
な
る
途
上
、
日
清
、

日
露
戦
争
か
ら
大
東
亜
戦
争
終
結
に
至
る
ま
で
、
戦
役
事
変

で
亡
く
な
っ
た
方
々(
兵
士
、
看
護
婦
、
軍
属)

五
万
六
千
九

百
八
十
八
柱
を
祭
神
と
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
方
々

が
守
ら
れ
た
国
土
の
上
に
生
活
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
こ

の
明
治
百
五
十
年
の
節
目
に
改
め
て
感
謝
致
し
ま
し
ょ
う
。

　 

明
治
維
新
の
ご
祭
神

　 

河
合
傳
十
郎
命
　
江
坂
榮
次
郎
命
　
江
坂
元
之
助
命
　
松
下
銕
馬
命
　
伊
舟
城
源
一
郎
命
　
河
合
惣
兵
衛
命
　

　 

萩
原
乕
六
命
　
市
川
豊
次
命
　
今
井
三
郎
右
衛
命
　
千
賀
九
左
衛
門
命
　
大
高
又
次
郎
命
　
千
葉
郁
太
郎
命
　

　 

高
橋
甲
太
郎
命
　
大
高
忠
兵
衛
命
　
多
田
弥
太
郎
命
　
黒
田
與
一
郎
命
　
中
島
太
郎
兵
衛
命
　
太
田
六
左
衛
門
命
　

　 

中
條
右
京
命
　
仲
井
万
太
郎
命
　
境
野
求
馬
命

河合惣兵衛の碑

姫路藩勤皇志士記念碑


